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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16 に関する重要な情報

Cisco IOS XEリリース 3.7.0E（Catalystスイッチング用）および Cisco IOS XEリリース 3.17S（ア
クセスおよびエッジルーティング用）の2つのリリースは、コンバージドリリースの1つのバー
ジョン -Cisco IOSXE16 -に統合されました。この1つのリリースでスイッチングおよびルーティ
ングポートフォリオのアクセスおよびエッジ製品を幅広くカバーしています。

技術構成ガイドの機能情報の表に、機能の導入時期を記載しています。他のプラットフォーム

がその機能をサポートした時期については、記載があるものも、ないものもあります。特定の

機能が、使用しているプラットフォームでサポートされているかどうかを判断するには、製品

のランディングページに掲載された技術構成ガイドを参照してください。技術構成ガイドが

製品のランディングページに表示されると、その機能が該当のプラットフォームでサポート

されているかどうかが示されます。

（注）
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第 2 章

サービスグループ

この機能は、同じ物理インターフェイス上にある複数のVLANサブインターフェイスまたはサー
ビスインスタンスをまたがって集約 QoSサービスポリシーを適用する機能を提供します。サー
ビスグループ機能を使用すると、ネットワーク管理者は、サービスグループの作成、サービス

グループへのメンバー（サービスインスタンスなど）の追加、グループへのサービスポリシー

の適用が可能です。サービスポリシーには、グループに適用できる集約機能（トラフィックポ

リシング、キューイングなど）が含まれています。これらのサービスポリシーは、サービスプ

ロバイダーと加入者間でネゴシエートされたサービスレベル契約（SLA）に従っています。

• 機能情報の確認, 3 ページ

• サービスグループの制約事項, 4 ページ

• サービスグループに関する情報, 4 ページ

• サービスグループの設定方法, 5 ページ

• サービスグループの設定例, 17 ページ

• 集約ポートチャネル上でサービスグループサポートを設定する方法, 20 ページ

• 集約ポートチャネル上のサービスグループの設定例, 23 ページ

• サービスグループ, 24 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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サービスグループの制約事項
• EFPサービスインスタンス、ルーテッドサブインターフェイス、および集約ポートチャネ
ルサブインターフェイスだけをサービスグループのメンバーとして追加できます。

各サービスインスタンスまたはサブインターフェイスが同時に属することができるのは、1
つのサービスグループだけです。

•メンバーがグループに参加するには、サービスグループがあらかじめ存在している必要があ
ります。

•サービスグループのすべてのメンバーは、同じ物理インターフェイス上か、または同じ集約
ポートチャネルインターフェイス上に存在する必要があります。

•サービスグループのメンバーであるサブインターフェイスまたはサービスインスタンスで
は、インターフェイスにQoSポリシーを適用できません。これは、サービスグループにQoS
ポリシーが適用されていない場合でも同じです。

•ポリシーが集約ポートチャネルメインインターフェイスに適用されている場合や、ポート
チャネルサブインターフェイスをいずれのポリシーによっても接続できない場合、または

サービスグループのメンバーとして設定できない場合、MPOLは集約ポートチャネル上で
サポートされません。

•サブインターフェイスはサービスグループに属しており、サービスポリシーによって適用
されたサブインターフェイスは、同じ集約ポートチャネル上で同時に設定できません。

•各サブインターフェイスが同時に所属できるのは、1つのサービスグループだけです。

•サービスグループのメンバーであるインターフェイスには、QoSポリシーを適用できませ
ん。

•「define service-group」と「add sub-interface to service-group」の両方がバッチ設定に含まれて
いるとメンバーシップエラーになることがあり、設定解除では両方が含まれていないとメン

バーシップエラーになることがあります。

したがって、サブインターフェイスまたはサービスインスタンスを追加する前にサービス

グループを定義することをお勧めします。また、サービスグループを削除するか、サブイン

ターフェイスやサービスインスタンスを削除する前に、サービスグループからそれらを削

除することも奨励されます。

サービスグループに関する情報

サービスインスタンスとサービスグループ

サービスインスタンスはポート単位でサービスインスタンスに適用される、管理プレーンとコン

トロールプレーンのすべての属性とパラメータを保持する構成オブジェクト（コンテナ）です。
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同じイーサネット仮想コネクション（EVC）に対応する異なるサービスインスタンスでは、同じ
名前を共有する必要があります。サービスインスタンスは共有名によってグローバル EVCオブ
ジェクトと関連付けられます。

サービスグループ機能を利用すると、サービスグループを作成し、それらのサービスグループ

に集約機能を適用できます。サービスグループは、入力と出力のポリシーを付けて作成されま

す。メンバーは、設定内にグループ IDを設定することによって、これらのグループに参加しま
す。

サービスグループ機能をイネーブルにするときは、次のアクションに注意してください。

•サービスグループ上で QoSポリシーを設定するには、サービスグループがあらかじめ作成
されている必要があります。

•サービスグループのサブインターフェイスまたはサービスインスタンスをグループインター
フェイスにバインドするには、それらがあらかじめ作成されている必要があります。

サービスグループ機能をディセーブルにする場合：

•サービスメンバーインターフェイスを削除する前に、サービスグループのサブインターフェ
イスまたはサービスインスタンスをサービスグループインターフェイスからバインド解除

してある必要があります。

•サービスグループインターフェイスを削除する前に、サービスグループのサブインターフェ
イスまたはサービスインスタンスをサービスグループインターフェイスからバインド解除

してください。

•サービスグループインターフェイスを削除するには、QoSポリシーがサービスグループイ
ンターフェイスからあらかじめ削除されている必要があります。

サービスグループの設定方法

サービスグループの作成

はじめる前に

この手順では、サービスグループに接続する QoSポリシーの名前を指定する必要があります。
QoSポリシーがすでに存在する必要があります。

QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. service-groupservice-group-identifier
4. descriptiondescriptive-text
5. service-policy{input | output} policy-map-name
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

サービスグループを作成し、サービスグループコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

service-groupservice-group-identifier

例：

Device(config)# service-group 20

ステップ 3   

•サービスグループ番号を入力します。作成できるサー
ビスグループの数はデバイスによって異なります。

（任意）サービスグループの説明を作成します。descriptiondescriptive-text

例：

Device(config-service-group)#

ステップ 4   

•サービスグループの説明（グループに関する追加情
報など）を入力します。説明は最大 240文字です。

description subscriber account number
105AB1

（任意）入力または出力方向でサービスグループにポリ

シーマップを接続します。

service-policy{input | output}
policy-map-name

例：

Device(config-service-group)#
service-policy input policy1

ステップ 5   

• inputまたは outputキーワードと以前に作成したポリ
シーマップの名前を入力してください。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-service-group)# end

ステップ 6   

サービスグループメンバーの追加または削除

サービスグループメンバーには次の制限が適用されます。（注）

•メンバーが同時に参加できるサービスグループは 1つだけです。

•サービスグループのすべてのメンバーは、同じ物理インターフェイス上に存在する必要
があります。

•サービスインスタンスは複数のインターフェイスから同じグループに参加できません。
グループメンバーは次の設定例に示すように、同じインターフェイスに属している必要

があります。

interface GigabitEthernet 2/0/0
service instance 1 ethernet
group 32
service instance 2 ethernet
group 32
interface GigabitEthernet 2/0/0.2
encapsulation dot1q 2
group 37
interface GigabitEthernet 2/0/1
service instance 1 ethernet
group 32 |<--Disallowed because this group has members in g2/0/0 already |
>

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. interface type number
4. service instance service-instance-number ethernet
5. group service-group-identifier
6. no group service-group-identifier
7. exit
8. end

QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

Device(config)# interface GigabitEthernet
0/1/0

ステップ 3   

サービスグループに追加または削除するサービスイ

ンスタンスを指定し、サービスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

service instance service-instance-number
ethernet

例：

Device(config-if)# service instance 200
ethernet

ステップ 4   

メンバーによって指定されたサービスグループが追

加される数。

group service-group-identifier

例：

Device(config-if-srv)# group 20

ステップ 5   

（任意）メンバーによって指定されたサービスグルー

プが追加される数。

no group service-group-identifier

例：

Device(config-if-srv)# no group 20

ステップ 6   

（任意）インターフェイスコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

Device(config-if-srv)# exit

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if-srv)# end

ステップ 8   

サービスグループの削除

はじめる前に

•サービスグループインターフェイスを削除するには、その前にサービスメンバーインター
フェイスがサービスグループインターフェイスからあらかじめバインド解除されている必

要があります。

•サービスグループインターフェイスを削除するには、QoSポリシーがサービスグループイ
ンターフェイスからあらかじめ削除されている必要があります。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. noservice-groupservice-group-identifier
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

サービスグループを削除し、そのサービスグループのすべて

のメンバーを削除します。

noservice-groupservice-group-identifier

例：

Device(config)# no service-group
20

ステップ 3   

•削除するサービスグループ番号を入力します。

サービスグループを削除すると、サービスグルー

プのすべてのメンバーがサービスグループから自

動的に削除されます。

（注）

（任意）グローバルコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

サービスグループ設定の確認

手順の概要

1. イネーブル化
2. showrunning-configservice-group
3. showservice-group{service-group-identifier | all}
4. showservice-groupinterfacetypenumber
5. showservice-groupstats
6. showservice-groupstate
7. showservice-grouptraffic-stats
8. showpolicy-mapinterfacetypenumberservicegroup{service-group-identifier
9. showpolicy-maptargetservice-group{service-group-identifier}
10. showethernetserviceinstance [detail]
11. clearservice-grouptraffic-stats
12. debugservice-group {all | error | feature | group | interface | ipc |member | qos | stats}

   QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにし
ます。

イネーブル化

例：

Device> enable

ステッ

プ 1   

•パスワードを入力します（要求
された場合）。

（任意）実行サービスグループのコ

ンフィギュレーションを表示しま

す。

showrunning-configservice-group

例：

Device# show running-config service-group

ステッ

プ 2   

（任意）1つまたはすべてのサービ
スグループのサービスグループ構成

情報を表示します。

showservice-group{service-group-identifier | all}

例：

Device# show service-group all

ステッ

プ 3   

（任意）インターフェイス別にサー

ビスグループメンバーシップ情報を

表示します。

showservice-groupinterfacetypenumber

例：

Device# show service-group interface gigabitethernet 3/1

ステッ

プ 4   

•インターフェイスタイプと番号
を入力します。

（任意）サービスグループ統計情報

を表示します。

showservice-groupstats

例：

Device# show service-group stats

ステッ

プ 5   

（任意）サービスグループに関する

状態情報を表示します。

showservice-groupstate

例：

Device# show service-group state

ステッ

プ 6   

（任意）サービスグループのすべて

のメンバーのトラフィック統計情報

を表示します。

showservice-grouptraffic-stats

例：

Device# show service-group traffic-stats

ステッ

プ 7   

•表示される情報は、すべてのメ
ンバーのトラフィック統計情報

を合わせた合計です。

QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

（任意）サービスグループのポリ

シーマップ情報を表示します。

showpolicy-mapinterfacetypenumberservicegroup{service-group-identifier

例：

Device# show policy-map interface gigabitEthernet 9/5 service
group

ステッ

プ 8   

•インターフェイスタイプと番号
を入力します。

（任意）指定したインターフェイス

に接続されているメンバーがある

showpolicy-maptargetservice-group{service-group-identifier}

例：

Device# show policy-map target service-group 1

ステッ

プ 9   
サービスグループのポリシーマップ

情報を表示します。

•サービスグループ IDを入力し
てください。

（任意）サービスインスタンスに関

する情報を表示します。

showethernetserviceinstance [detail]

例：

Device# show ethernet service instance detail

ステッ

プ 10   

サービスグループ番号を

表示するには、detailキー
ワードを使用します。

（注）

（任意）サービスグループのトラ

フィック統計情報をクリアします。

clearservice-grouptraffic-stats

例：

Device# clear service-group traffic-stats

ステッ

プ 11   

サービスグループのトラ

フィック統計情報をクリア

してもグループメンバーの

トラフィック統計情報はク

リアされません。グループ

メンバーのトラフィック統

計情報をクリアするには、
clearethernetserviceinstance
コマンドを使用します。
clearethernetserviceinstance
コマンドの詳細について

は、『Cisco IOS Carrier
Ethernet Command
Reference』を参照してくだ
さい。

（注）

（任意）サービスグループのイベン

トとエラーをデバッグします。

debugservice-group {all | error | feature | group | interface | ipc |member
| qos | stats}

例：

Device# debug service-group qos

ステッ

プ 12   

   QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/cether/command/reference/ce_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/cether/command/reference/ce_book.html


サブインターフェイスのサービスグループでの追加または削除

サブインターフェイスがすでにグループのメンバーである場合は、他のグループに追加できま

せん。サブインターフェイスを移動するには、まず、現在のグループから削除した後に、新し

いグループに追加します。

>

（注）

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. groupservice-group-identifier
5. nogroupservice-group-identifier
6. exit
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

サブインターフェイスを設定し、サブインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface
GigabitEthernet 1/1/0.30

Device(config)# interface range

ステップ 3   

•インターフェイスタイプとサブインターフェイス番号
を入力します。

またはGigabitEthernet 1/1/0.30 -
GigabitEthernet 1/1/0.36

QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

サブインターフェイスの範囲を設定し、サブインターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

•インターフェイスタイプとサブインターフェイス番号
を入力します。

サブインターフェイスの追加先になるサービスグループの

数。

groupservice-group-identifier

例：

Device(config-subif)# group 20

ステップ 4   

•サービスグループ番号を入力します。

（任意）サブインターフェイスの削除元になるサービスグ

ループの数。

nogroupservice-group-identifier

例：

Device(config-subif)# no group 30

ステップ 5   

•サービスグループ番号を入力します。

（任意）インターフェイスコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

Device(config-subif)# exit

ステップ 6   

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-subif)# end

ステップ 7   

   QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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サブインターフェイス設定の確認

手順の概要

1. イネーブル化
2. showrunning-configservice-group
3. showservice-group{service-group-identifier | all}
4. showservice-groupinterfacetypenumber
5. showpolicy-maptargetservice-groupservice-group-identifier
6. showservice-groupstats
7. showservice-groupstate
8. showservice-grouptraffic-stats
9. clearservice-grouptraffic-stats
10. debugservice-group {all | error | feature | group | interface | ipc |member | qos | stats}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

（任意）実行サービスグループのコンフィギュ

レーションを表示します。

showrunning-configservice-group

例：

Device# show running-config service-group

ステップ 2   

（任意）1つまたはすべてのサービスグループ
のサービスグループ構成情報を表示します。

showservice-group{service-group-identifier | all}

例：

Device# show service-group all

ステップ 3   

（任意）インターフェイス別にサービスグルー

プメンバーシップ情報を表示します。

showservice-groupinterfacetypenumber

例：

Device# show service-group interface gigabitethernet
3/1

ステップ 4   

•インターフェイスタイプと番号を入力し
ます。

QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

（任意）すべてのサービスグループまたは指定

したサービスグループのポリシーマップ情報

を表示します。

showpolicy-maptargetservice-groupservice-group-identifier

例：

Device# show policy-map target service-group 1

ステップ 5   

•ターゲットおよびサービスグループを入
力します。

（任意）サービスグループ統計情報を表示しま

す。

showservice-groupstats

例：

Device# show service-group stats

ステップ 6   

（任意）サービスグループに関する状態情報を

表示します。

showservice-groupstate

例：

Device# show service-group state

ステップ 7   

（任意）サービスグループのすべてのメンバー

のトラフィック統計情報を表示します。

showservice-grouptraffic-stats

例：

Device# show service-group traffic-stats

ステップ 8   

•表示される情報は、すべてのメンバーのト
ラフィック統計情報を合わせた合計です。

（任意）サービスグループのトラフィック統計

情報をクリアします。

clearservice-grouptraffic-stats

例：

Device# clear service-group traffic-stats

ステップ 9   

サービスグループのトラフィック統

計情報をクリアしてもグループメン

バーのトラフィック統計情報はクリア

されません。グループメンバーのト

ラフィック統計情報をクリアするに

は、clearethernetserviceinstanceコマ
ンドを使用します。

clearethernetserviceinstanceコマンド
の詳細については、『Cisco IOSCarrier
Ethernet CommandReference』を参照し
てください。

（注）

（任意）サービスグループのイベントとエラー

をデバッグします。

debugservice-group {all | error | feature | group | interface
| ipc |member | qos | stats}

例：

Device# debug service-group qos

ステップ 10   

   QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
16

サービスグループ

サブインターフェイス設定の確認



サービスグループの設定例

例：サービスグループの作成

次の例では、サービスグループ 20が作成されました。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# service-group 20
Device(config-service-group)# description account number 105AB1
Device(config-service-group)# service-policy input policy1
Device(config-service-group)# end

例：サービスグループへのサービスインスタンスメンバーの追加

次の例では、サービスインスタンス 200がサービスグループ 20に追加されます。

Device> enable

Device# configure terminal

Device(config)# interface GigabitEthernet 1/0

Device(config-if)# service instance 200 ethernet

Device(config-if-srv)# group 20

Device(config-if-srv)# end

例：サービスグループへのサブインターフェイスの追加

次の例では、サブインターフェイス g3/7.12がサービスグループ 10に追加されます。

Device> enable

Device# configure terminal

Device(config)# interface GigabitEthernet 3/7.12

Device(config-subif)# group 10

Device(config-subif)# end

QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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例：サービスグループからのサービスインスタンスメンバーの削除

次の例では、サービスインスタンス 300がポートチャネル上のサービスグループ 30から削除さ
れます。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface GigabitEthernet 1/0.56 or
Device(config-if)# service instance 300 ethernet
Device(config-if-srv)# no group 30
Device(config-if-srv)# end

例：サービスグループからのサブインターフェイスの削除

次の例では、サブインターフェイス g3/7.12がサービスグループ 10から削除されます。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface g3/7.12
Device(config-subif)# no group 10
Device(config-subif)# end

例：サービスグループの削除

次の例では、サービスグループ 20が削除されます。

Device> enable

Device# configure terminal

Device(config)# no service-group 20

Device(config)# end

例：サービスグループ設定の確認

ここでは、showpolicy-maptargetservice-groupコマンドの出力例を示します。
showpolicy-maptargetservice-groupコマンドは、サービスグループ用のポリシーマップ情報を表
示します。

このコマンドは、サービスグループの設定を確認するために使用可能ないくつかのコマンド

のうちの 1つです。使用可能な他のコマンドについては、『サービスグループ設定の確認』
を参照してください。

（注）

次の例では、サービスグループ 1を指定しています。サービスグループ 1には、2つのポリシー
マップ（サービスポリシー）policy1と policy2が含まれています。EVCポリシーマップでトラ

   QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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フィックポリシングがイネーブルにされています。ISGポリシーマップでトラフィックキューイ
ングがイネーブルにされています。

Device# show policy-map target service-group 1

GigabitEthernet9/5: Service Group 1

Service-policy input: policy1

Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any
police:

cir 200000 bps, bc 6250 bytes
conformed 0 packets, 0 bytes; actions:
transmit

exceeded 0 packets, 0 bytes; actions:
drop

conformed 0000 bps, exceed 0000 bps

Service-policy output: policy2

Counters last updated 00:00:34 ago
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any
Queueing
queue limit 131072 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
bandwidth remaining ratio 2

QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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集約ポートチャネル上でサービスグループサポートを

設定する方法

サービスグループへのサービスインスタンスメンバーの追加

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. service-groupservice-group-identifier
4. service-policy{input | output} policy-map-name
5. platform qos port-channel-aggregateport-channel-number
6. interface port-channelport-channel-number
7. interfaceinterface
8. channel-groupnumber
9. interface port-channelport-channel-number.subinterface-number
10. encapsulation dot1Qvlan-idsecond-dot1qvlan-id
11. groupservice-group-identifier
12. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：
Device> enable

パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

サービスグループおよびすべてのメンバーをサー

ビスグループに追加します。

service-groupservice-group-identifier

例：
Device(config)# service-group 10

ステップ 3   

   QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

（任意）入力または出力方向でサービスグループ

にポリシーマップを接続します。

service-policy{input | output} policy-map-name

例：
Device(config-service-group)# service-policy
input policy1

ステップ 4   

• inputまたは outputキーワードと以前に作成
したポリシーマップの名前を入力してくださ

い。
Device(config-service-group)# service-policy
output policy2

ポートチャネルインターフェイス用の集約モード

をイネーブルにします。

platform qos
port-channel-aggregateport-channel-number

例：
Device(config)# platform qos
port-channel-aggregate 1

ステップ 5   

これはポートチャネルを作成する前に設

定する必要があります。ポリシーによっ

てポートチャネルインターフェイスが

接続されるか、ポートチャネルのサブイ

ンターフェイスがサービスグループに追

加される前に、集約モードをイネーブル

にしてください。

（注）

特定のポートチャネルを設定するインターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface port-channelport-channel-number

例：
Device(config)# interface port-channel 1

ステップ 6   

ポートチャネルのメンバーリンクとして物理イン

ターフェイスを設定します。

interfaceinterface

例：
Device(config)# interface g0/0/0

ステップ 7   

メンバーリンクとして、ポートチャネル 1に物理
インターフェイスを追加します。

channel-groupnumber

例：
Device(config)# channel-group 1

ステップ 8   

特定のポートチャネルサブインターフェイスを設

定するインターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interface
port-channelport-channel-number.subinterface-number

例：
Device(config)# interface port-channel 1.10

ステップ 9   

ポートチャネルサブインターフェイス上でQ-in-Q
入力フレームをマッピングする一致基準を定義し

ます。

encapsulation dot1Qvlan-idsecond-dot1qvlan-id

例：
Device(config-subif)# encapsulation dot1Q 10
second-dot1q 11

ステップ 10   

second-dot1qを設定するかどうかは任意
です。

（注）

QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

指定したサービスグループにポートチャネルのサ

ブインターフェイスを追加します。

groupservice-group-identifier

例：
Device(config-subif)# group 10

ステップ 11   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-subif)# end

ステップ 12   

サービスグループからのサービスインスタンスメンバーの削除

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. interface port-channelport-channel-number.subinterface-number
4. no groupservice-group-identifier
5. no service-groupservice-group-identifier
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：
Device> enable

パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

特定のポートチャネルサブインターフェイスを

設定するインターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

interface
port-channelport-channel-number.subinterface-number

例：
Device(config)# interface port-channel 1.10

ステップ 3   

   QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

番号によって指定したサービスグループからポー

トチャネルのサブインターフェイスを削除しま

す。

no groupservice-group-identifier

例：
Device(config-subif)# no group 10

ステップ 4   

サービスグループを削除します。no service-groupservice-group-identifier

例：
Device(config-subif)# no service-group 10

ステップ 5   

まず、すべてのメンバーをサービスグ

ループから削除する必要があります。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 6   

集約ポートチャネル上のサービスグループの設定例

例：サービスグループへのサービスインスタンスメンバーの追加
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# service-group 10
Device(config-service-group)# service-policy input policy1
Device(config-service-group)# service-policy output policy2
Device(config)# platform qos port-channel-aggregate 1
Device(config)# interface port-channel 1
Device(config)# interface g0/0/0
Device(config-if)# channel-group 1
Device(config)# interface port-channel 1.10
Device(config-subif)# encapsulation dot1Q 10 second-dot1q 11
Device(config-subif)# group 10
Device(config-subif)# end

例：サービスグループからのサービスインスタンスメンバーの削除
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface port-channel 1.10
Device(config-subif)# no group 10
Device(config-subif)# no service-group 10
Device(config)# end

QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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サービスグループ
この機能は、同じ物理インターフェイス上にある複数のVLANサブインターフェイスまたはサー
ビスインスタンスをまたがって集約 QoSサービスポリシーを適用する機能を提供します。サー
ビスグループ機能を使用すると、ネットワーク管理者は、サービスグループの作成、サービス

グループへのメンバー（サービスインスタンスなど）の追加、グループへのサービスポリシーの

適用が可能です。サービスポリシーには、グループに適用できる集約機能（トラフィックポリシ

ング、キューイングなど）が含まれています。これらのサービスポリシーは、サービスプロバイ

ダーと加入者間でネゴシエートされたサービスレベル契約（SLA）に従っています。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例。

『Cisco IOS Debug Command Reference』デバッグコマンド：コマンド構文の詳細、コマ

ンドモード、コマンド履歴、デフォルト設定、

使用上のガイドライン、および例。

「Applying QoS Features Using the MQC」モ
ジュール

MQC、ポリシーマップ

『Cisco IOSCarrier Ethernet ConfigurationGuide』サービスインスタンスの設定情報と概念

『Cisco IOSCarrier Ethernet Command Reference』サービスインスタンスコマンド

標準規格

タイトル規格

--この機能でサポートされる新規の規格または変

更された規格はありません。また、既存の規格

のサポートは変更されていません。
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする場合、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

サービスグループの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

QoS：サービスグループコンフィギュレーションガイド
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http://www.cisco.com/go/mibs
http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html
http://www.cisco.com/go/cfn


表 1：サービスグループの機能情報

機能情報リリース機能名

サービスグループ機能は、同

じ物理インターフェイス上にあ

る複数の VLANサブインター
フェイスまたはサービスイン

スタンスをまたがって集約QoS
サービスポリシーを適用する

機能を提供します。

Cisco IOS XE Release 3.15Sで
は、この機能は、Cisco ASR
1000 Cisco ASR 1000シリーズ
アグリゲーションサービス

ルータ、Cisco ISR 4000シリー
ズサービス統合型ルータ、お

よびCisco CSR 1000Vクラウド
サービスルータ上でサポート

されていました。

Cisco IOS XE Release 3.15Sサービスグループ

集約ポートチャネルインター

フェイス上のサービスグルー

プ機能では、ネットワーク管理

者が集約ポートチャネルサブ

インターフェイスをサービス

グループに追加できます。Cisco
IOS XE Release 16.3では、この
機能は Cisco ASR 1000シリー
ズアグリゲーションサービス

ルータ上に実装されました。

Cisco IOS XE Denali 16.3.1。集約ポートチャネルサブイン

ターフェイス上のサービスグ

ループ
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